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◇ 　「平成28年度いも類講演会」は、平成29年３月10日にいも類振興会と日本いも類
研究会の共催で、東京赤坂の「三会堂ビル・石垣記念ホール」で開催され、76名
の参加者があった。「ながさき黄金」のポテトチップス、５品種から作った干しいも、
２品種から作った大学いもの試食もあり好評を博す。講演会終了後の「情報交換会」
にも、これまでの最高である55名の参加者があり、大盛会であった。
　 　本誌No.132の特集は、「平成28年度いも類講演会から」と題して、その講演要旨
を４名の講師に取りまとめていただいた。
◇ 　いも類振興会の平成28年度第２回通常理事会は、平成29年３月24日に開催され、
平成29年度の事業計画書と収支予算書が承認された。平成29年度も前年度に引き
続き、農林水産省「消費者の部屋」で今秋に開催予定の「サツマイモ、ジャガイ
モの週」に協賛し、本振興会も出展に協力する。
◇ 　いも類振興会の平成29年度第１回通常理事会は５月15日、定時評議員会は５月
31日にそれぞれ開催され、平成28年度の事業報告書と決算書を承認いただく。また、
評議員会では、評議員・理事・監事・顧問の選任も行われ、下記の役員名簿のと
おりとなった。
　 　続いて５月31日に開催された平成29年度第１回臨時理事会では、理事長に鈴木
昭二が、副理事長には中川悦男が選出された。引き続きご支援をお願いしたい。
◇ 　筆者は、平成17年から12年間にわたりいも類振興会の理事長を務めてきました
が、５月31日をもって退任しました。この間、楽しく仕事ができたことに深く感
謝しております。また、読者の皆様にはいも類の生産振興や消費拡大に関する活
動をはじめ、本誌やいも事典の編集などにおいても多くのご指導・支援を賜り、
厚くお礼申し上げます。ありがとうございました。

（狩谷　昭男）
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